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中央図書館における学生協働の 
取り組みについて
曽野　正士*
1　はじめに
近年、様々な大学図書館の取り組みの中で「協働」という言葉を耳にする。
教員との協働、学生との協働、他部署との協働など、既存の図書館の枠組
みを越え、ステークホルダーと協力してより良い図書館サービスを展開し
ていこうというものである。本学の図書館でも「協働」という言葉は使わ
なかったかもしれないが、日々の運営において随所にそのような取り組み
が企画されている。
中央図書館では、2014年度より図書館のイベントに学生が主体的に携わっ
てもらうため、学生協働の試みを本格的に始動させた。2015年 11月現在、
活動は 2年目に入っている。本稿では、中央図書館と学生の協働である「図
書館サポーター」の発足と運営について報告する。
* その・まさし／学術・社会連携部　中央図書館事務室
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2　図書館サポーター概要
2.1　なぜ学生との協働なのか
中央図書館では、規模の大小はあるものの、ほぼ毎月のように学生向け
のイベントや講習会、展示企画を実施している。一つの企画を立案、運営
するために多くの職員数と時間をかけて実施しているが、全般的に学生の
参加者数は少ない。館内のポスター掲示や図書館ホームページ、SNS等で
告知を行っているが、集客数向上に大きな効果は上がっていない。その都度、
イベントの適性について反省や再検討を行っているが、明確な改善策が見
つからないまま、同じことの繰り返しとなってしまっていた。
なぜこのようなことになるのか。試行錯誤を続ける中、至ってシンプル
な結論にたどりつく。それは、学生目線の欠如である。
今、学生は大学でどのような授業を受けているのか、何が流行っている
のか、何を見て、何を見ていないのか、自分の将来についてどう考えてい
るのか。学生に対するマーケティングが不完全な状態である以上、図書館
が捉えている学生像は茫漠としたものにならざるをえず、結果として、学
生が求めていないイベントを実施してしまう。まずこの悪循環を解消する
方策を検討することとした。
解決策としては単純なものであるが、図書館のイベントについて、学生
も企画運営に携わることができれば、ニーズの把握や実作業の人員確保も
容易にできるのではないか、と考えた。この活動に関わる学生にとっても、
企画運営の楽しさや難しさを経験できるメリットがあると見込んだ。また、
図書館であれば、学部や学年を越えて学生を募集できるため、職員だけで
行うよりも幅広い企画を実施できる。
以上のようなことを鑑み、中央図書館における学生協働の検討を進め、
図書館内の承認を受け、「図書館サポーター」の募集を開始した。
2.2　募集にあたって
2014年 4月より募集を開始した。明治大学図書館としては初めての試み
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であるが、2014年の時点で、既に多くの大学図書館が学生協働に取り組ん
でおり、駿河台キャンパス近辺の大学だけでも、お茶の水女子大学や東京
大学、早稲田大学等の大学名を挙げることができる。公式ホームページや
Facebook、ブログなどで他大学の活動内容を窺い知ることができるため、
参考にさせていただいた。他大学の事例から、学生協働にはいくつかのパ
ターンがあったため、中央図書館のサポーターが何を目指していくのか、
目的を設定した。
（1）学生協働の活動事例
• 図書館業務に従事
返本や書架移動、装備等を行う。明治大学図書館では業務委託の関係上、
この活動を取り入れることは難しい。
• 図書館のイベントを実施
図書館で開催されるイベントについて、学生が主体となって企画運営を
行う。中央図書館の学生協働の活動内容としては、イベントに関すること
が発端となっているため、こちらに分類される。
• レポートの書き方や学習相談
学生ではなく院生が行っていることが多い。明治大学図書館でも既に実
施例がある。
（2）学生協働の方針
図書館サポーターの方針は図書館の利用促進、読書推進活動を念頭に置
き、以下の通りとした。図書館の専門家を養成するものではなく、学生本
人のキャリア形成の一端となることを目標の一つとしている。
①明治大学の学生が図書館をもっと利用するような企画を立ててほしい。
②本好きの人たちが交流できる機会を作ってほしい。
③この活動を通して、図書館への理解を深めるとともに、様々な分野の
人材と交流し、各個人の能力を高めてほしい。
また、参加学生に対して有償とするか、無償とするかについても検討し
たが、有償とした場合、図書館としては相応の成果を求めなければならな
くなる。対価が発生するほどのイベント企画を求めた場合、学生が気軽に
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応募できなくなるため、無償の活動とした。対価の代りに、図書館の保有
する施設や資材、他大学を含めた学外機関との繋がりを活かし、一個人で
は実現できないような広い活動の場を提供することを打ち出した。
（3）広報
本や読書、図書館が好きな学生を募集したかったため、広報は、館内の
ポスターや図書館 HP、図書館の Twitterを利用した。
明治大学中央図書館　図書館サポーター募集
本、好き？
【概要】
明治大学中央図書館では、2014 年度より
学生による図書館サポーターを募集します。
本好きな仲間を増やしたい、図書館をもっと
良くしたい、そんな気持ちを形にしていきます。
学部、学年を越えて、みなさんの能力や思い
を図書館という場所で表現してみませんか？
【募集対象】
駿河台キャンパスに在籍する学生 (3,4 年生 ) 
大学院生
【募集期間】
・一次募集：5 月 20 日 ( 火 ) 締切
・二次募集：6 月 3 日 ( 火 ) 締切
【活動期間】
2014 年 6 月～ 12 月
【注意事項】
・アルバイトスタッフの募集ではありません。
謝礼は出ません。
・応募者多数の場合は選考となります。
・月 1,2 回の定例ミーティングを行います。
【活動内容】
6 月　他大学図書館見学
8 月　オープンキャンパス展示企画
9 月　ブックハンティング ( 予定 )
以降の活動は皆さんに魅力的なイベントを企
画していただきます。
また、本や図書館に関するイベントの情報を
優先的に提供します。図書館を通して、社会
を見る機会を作ります。
mls@lib.meiji.ac.jp 宛にメールの件名を「サポーター応募について」
として下記の事項を連絡してください。
1. 名前 2. 学部　研究科　3. 学年 4. 電話番号
5. メールアドレス　6. 図書館でやってみたいこと  
メール受領後、随時面接を実施します ( 日程は追って連絡 )。
【問い合わせ先】明治大学中央図書館 / 担当　曽野 /E-mail:mls@lib.meiji.ac.jp
http://www.lib.meiji.ac.jp/
＠meiji_lib
応募方法
 
 2014年ポスター 2015年ポスター
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3　2014年度の実施状況
3.1　参加者
学 年 性 別 法 政 経 文 経 営 教 養デザイン 合 計
修士１
男 1 1
女 1 1
4年
男 1 1
女 1 2 3
3年
男 1 1 2
女 1 4 5
合計 2 2 7 1 1 13
3.2　活動内容
実施時期 活動名 内 容
5月～6月 面接 活動に関するミスマッチが起きないよう、5月
から6月にかけて、応募者への面接を実施し
た。所要時間は一人あたり約1時間。「図書館
でやってみたいこと」「好きな作家・作品」
「大学で学んでいること」を中心にヒアリン
グし、サポーター活動の趣旨を説明した。
6月～12月 定例会 学生個々の日々のスケジュールはそれぞれで
あり、空いている日時も異なる。サポーター
の試みを開始して、最も苦労したのがスケ
ジュール調整だった。学生のスケジュールを
鑑み、14年度は水曜班と木曜班の2班に分け、
定例会を実施した。
定例会では、展示の企画や図書館イベント、
図書館について考えていること等を議題とし
て取り上げた。
6月 お茶の水女子大学図書館
LiSAとの交流
駿河台キャンパスはお茶の水女子大学のキャ
ンパスに近い場所に位置していることもあ
り、今後の学生サポーター活動の参考にする
ため、見学をさせていただいた。
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8月 明大生が選んだ！
高校生へ薦める本
オープンキャンパス限定で、来館した中学・
高校生向けの展示を行った。
サポーターのメンバーが高校生への推薦図書
をPOP付きで紹介。展示リストも合わせて配
布し、300枚ほどが高校生の手に渡った。
11月 フォルスタッフに聞け 11月に行われる明治大学シェイクスピアプロ
ジェクトに繋がる展示として企画。
フォルスタッフに関するQ&Aを作成し、シェ
イクスピア関連の資料を展示した。
11月 みんなの青春の一冊 中学・高校の頃に読み、心に残った図書を展
示。一冊一冊の紹介文をA4サイズで作成し、
図書と一緒に展示した。
4　2015年度の実施状況
4.1　参加者
学 年 性 別 法 文 経 営 情コミ 教 養デザイン 合 計
修士2
男 1 1
女 0
4年
男 0
女 2 2
3年
男 1 1 2
女 1 1
合計 1 2 1 1 1 6
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4.2　活動内容
実施時期 活動名 内 容
4月～5月 面接 14年度と同様、応募者との面接を1時間ほど
行った。14年度の活動内容を説明し、図書館
でやってみたいことをヒアリングした。
6月～12月 定例会 参加者が14年度に比べて減少してしまった
が、逆にスケジュール調整がしやすくなっ
た。人数が少ない分、発言も活発になり、1回
あたりの内容も密度が濃くなった。
9月 学生協働ワークショップ 
in 東京2015　参加
学生協働を行っている大学図書館（関東地
域）の学生が集まるイベントに参加した。ポ
スターセッションやグループワークの時間が
あり、他大学の学生との意見交換を行うこと
ができた。
11月 読書週間キャンペーン
～明大図書館くじ～
読書週間に合わせ、図書館の利用推進キャン
ペーンとして、図書館くじを実施した。本の
貸出やTwitterのフォロー、読書ノート機能
を利用した学生を対象にくじ引き会を開催し
た。3日間で115名の学生が参加した。
12月 山手線沿線私立大学図書
館コンソーシアムBook DE 
Talkingの広報・運営協力
山手線沿線私立大学図書館コンソーシアムイ
ベントBook DE Talkingについて、学生スタッ
フとして広報・運営の協力を行う。
5　これまでの成果と今後の展望
5.1　参加の動機
14年度は 13名、15年度は 6名の院生、学生が参加してくれた。参加の
動機としては、「図書館が好き」であり、もっと図書館が人と本の出会いの
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場として活用されるようにしたい、という声が多かった。また、図書館の
資料に関する展示企画を行い、自身の表現の場としてみたい、という意見
もあった。
5.2　成果
14年度は企画展を中心に行い、15年度は学生参加型のイベントを実施
した。それぞれ利用者からの反響は大きく、目的としていた図書館イベン
トの活性化には一定の効果があった。企画展やイベントの内容についても、
職員が思いつかなかった発想や学内のイベントを参考にしたものなど、学
生ならではのアイディアが多々盛り込まれている。
図書館内のエレベーター横のスペースにポスターを掲示すると最も注目
が集まる、成績発表の際に最も学生用ポータルサイトを見るので、そのタ
イミングで図書館のお知らせを流すとよいなど、学生目線を取り入れるこ
とで、図書館の広報の改善にも繋がった。
5.3　課題
駿河台キャンパスは文系学部の3、4年生、大学院生で構成されているため、
1、2年生を集めることが難しい。数年にわたり継続できる学生が確保でき
ないため、活動内容をいかに次年度へ継承していくかが課題となっている。
また、学生によって授業やサークル活動、アルバイトの時間帯が異なる
ため、メンバー全員でのミーティングを実施することが困難となっている。
現状では LINEやメールで補完しているが、今後規模を拡大していく際、
スケジュール調整が大きな課題となる。
6　おわりに
図書館サポーターは当初、図書館の企画を活性化させるために検討し発
足させたものだった。2年間を通し、こちらの望んでいた成果が少しずつ表
れてきているように感じている。学生の関心事やどのような生活を送って
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いるかなど、今の明治大学の学生を詳細にイメージできるようにもなって
きた。
大学卒業後、多くの学生は会社に就職し、日々仕事に追われるようになる。
仕事を進めていく中では、自分を取り巻く他者と良好な関係を築けるかど
うかが大きなポイントとなり、就職試験ではグループワーク等でコミュニ
ケーション能力が問われる課題が出される。近年、大学図書館ではラーニ
ングコモンズの整備が進められ、環境は整えられているように見える。一
方で場所だけではなく、機会も創りだしていかなければならない。一つの
目標に向かって議論を交わし、スケジュールを管理し、期限に間に合わせる。
失敗や障壁があれば乗り越える。図書館サポーターたちの活動を見ている
と、徐々にそれが意識の中に芽吹いているように感じた。図書館としては
作業の結果として見栄えがするものができれば一つの目的は達成されたこ
とになるが、本当に大切なのは、学生が自分で考え、行動できることにある。
そして、それが数年後、社会人になった時に活かせてもらえれば、ありが
たい。
これから図書館サポーターの試みを続けていく中で、学生一人一人が成
長するきっかけを作ることができたらと考えている。　
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